
小 台 一 丁 目 地 区 地 区 計 画

地区ごとにまちづくりを進める手法の一つとして、都市計画法に定められている制度です。

地区の特性に応じて、まちづくりの目標や方針、必要なルール、道路や公園などを定める

ことができます。

詳しい変更内容
は中面へ

❶

小台一丁目の区域（一部除く）では、平成８年に地区計画が定められました。

このたび、工場跡地の利用転換に合わせて、適切な土地利用を誘導するとともに、スーパー

堤防の整備や避難協定の締結を進めることにより、安全で水と緑豊かな、住宅・商業・工業の

調和する良好な複合市街地の形成を図るためにまちづくりの目標と方針を見直し、一部区域の

建物のルールを変更しました。

今後は、このルールに基づき、まちづくりに取り組んでいきます。

地区計画とは何？

これまでの経緯など、詳しくはこちらからご確認いただけます。

二次元コードから
アクセス▼

▲上記が地区計画で定められる主なルールです。

小台一丁目地区のまちづくり 検索

敷地の
細分化の防止

垣又はさく
の構造制限

建築物の
高さ

壁面の位置の制限
道路からの壁面後退

地区施設整備
道路・公園等

建物の
用途の制限

形態又は色彩
その他意匠の制限



まちづくりのルール：地区計画や防火地域等 変更の内容

■ ① まちづくりの目標と方針の見直し

小台地域は荒川と隅田川という大きな川に挟まれています。

近年、気象の変化により全国で甚大な水害が発生していることを踏まえ、防災の観点から、地区計画

に定める「まちづくりの目標と方針」を見直します。

「安全で水と緑豊かな、

住商工の調和する

良好な複合市街地」の

形成を図る

既に建物のルールが
定められている区域
《変更なし》

目標や方針のみ
定められている区域
《変更なし》

ホンダ

島忠

ケーズ
デンキ

小台浄化センター予定地

荒 川

隅 田 川

※以下の事項については、既に建物のルールが定められて
いる区域と同様の制限を定めます。

○ 建ぺい率の最高限度 ５０％
○ 垣柵構造の制限 生垣又はフェンス（CBの場合下記参照）
〇 建築物の色彩等の制限 刺激的な原色は避ける

➌❷

■ ② 建物のルールを定める区域の拡大

■ ③ 大規模工場跡地における建物のルール

目標や方針のみ
定められている区域《変更なし》

変更箇所

新たに建物の
ルールを定める区域
（大規模工場跡地）

出典：基盤地図情報（国土地理院）を加工して作成

地区計画区域

【変更前】

駅の開設に伴う環境整備や水

と緑豊かなまちづくりを目指す

目 標

高台化された区域では、

水害時の避難スペースの

確保などにより、地域の安

全性の向上を図る

土地利用の方針

【変更前】

・生産環境と居住環境の調和

・親水拠点の形成 など

建築物等の整備の方針

【変更前】

建築物の用途や壁面の位置の

制限などを定める

避難スペースなどを確保

した場合は、避難経路に配慮

した敷地、建物計画とする

日暮里・舎人ライナー扇大橋

足立区道

都 道

ホンダ

荒川

（大規模工場跡地）

隅田川

島 忠

足立小台駅

イメージ図（加工して作成）
出典：国土交通省 荒川下流河川事務所

〇隣接区域からの
連続性に配慮し、
通路（ ）と
緑道（ ）を
設ける

〇隣地の居住環境に
配慮し緑地（約600㎡）
を設ける（ ）

〇外壁面６ｍ後退
（ ）

〇外壁面２ｍ後退

（ ）

コンクリートブロック（CB）塀の場合 1ｍ以下

1ｍ以下

敷地に対して建物が何パーセントまで
建てられるかを示したもの

建ぺい率

５０％ ５０％

敷地

垣柵例外

５０％の場合

建築物の用途の制限

○地区の環境を悪化させる
ような工場の立地を制限
します。

「防火地域」への変更

○「準防火地域」から「防火地域」
へ変更し都道沿いの不燃化を促進
します。

２１

小台一丁目地区はスーパー堤防の整備や大規模な土地利用転換に合わせて、建物のルールを

定める区域を拡大し、まちづくりを進めていきます。

住宅・商業・工業の調和する良好な複合市街地の形成を図るために、建て替え等のルールを定め、

魅力ある都市環境を創出するために道路、通路及び緑道等を配置します。

３

４

５

N



➍

本地区の目標やその実現に向けた方針を地域全体で共有し、行政と区民の協働で、より安全で水

と緑豊かなまちを目指しましょう。

地区計画の届出や事業に関するお問い合わせは、各担当窓口までご相談ください。

■ 各種問い合わせ先

地区計画の届出に関して

地区計画の区域内で建物の建替えなどを行う際には、都市計画法に基づき工事着手の30日前ま

でに、区に地区計画の届出が必要です。

足立区 都市建設部 建築審査課 審査第二係（足立区役所 中央館４階）

電話 ０３－３８８０－５２７７（直通）

ＦＡＸ ０３－３８８０－５６１５

荒川における高規格堤防整備事業に関して

荒川では、洪水による壊滅的な被害から首都圏を守るため、人口が集中した区域で堤防が決壊

すると甚大な人的被害が発生する可能性が高い区間において、幅の広い堤防（高規格堤防）の整

備を進めています。

国土交通省 荒川下流河川事務所 沿川開発課

電話 ０３－３９０２－３２２１（直通）

ＦＡＸ ０３－３９０２－７６４４

二次元コードから
アクセス▼

隅田川スーパー堤防に関して

隅田川では、大地震に対してより安全性が高く、水辺に親しみやすい堤防をつくるためのスー

パー堤防事業が進んでいます。

東京都 江東治水事務所 高潮工事課 スーパー堤防設計担当

電話 ０３－３６９２－４９０３（直通）

ＦＡＸ ０３－３６９２－９９５５

このニュース、地区計画の変更に関して

資料に関するご質問やご意見、地区計画の変更に関しては下記まで問い合わせください。

足立区 都市建設部

まちづくり課西部地区係（足立区役所 南館４階）

電話 ０３－３８８０－５４３７（直通）

ＦＡＸ ０３－３８８０－５６０５

メール machi@city.adachi.tokyo.jp

スーパー堤防
整備イメージ
（隣接工区）


